
１
．
名
称
：
建
交
労
第

７
回
全
国
学
習
交
流
集

会
（
建
交
労
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
北
海
道
）

２
．
集
会
目
的

①
大
会
方
針
を
実
践
す

る
立
場
か
ら
、
強
大
な

建
交
労
建
設
を
め
ざ
し

意
思
統
一
す
る
場
と
す

る
。

②
地
域
や
業
種
の
た
た

か
い
の
成
果
や
教
訓
を

交
流
し
あ
い
、
組
織
拡

大
に
全
体
で
奮
闘
す
る

こ
と
を
意
思
統
一
す
る
。

③
全
国
の
仲
間
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
友
情
と

連
帯
の
輪
を
広
げ
る
。

【
宿
舎
】

「
定
山
渓
ビ
ュ
ーホ

テ
ル
」

〒
０
６
１
２
３
０
２

北
海
道
札
幌
市
南
区
定

山
渓
温
泉
東
２
丁
目
１

１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
１
ー
５

９
８
ー
３
２
２
３
（
代
）

６
月
15
日
（
金
）

＊
映
画

「

標

的

の

島

～

風

（
か
じ
）
か
た
か
～
」

上
映

＊
記
念
講
演
：
「
『
標

的
の
島
』
沖
縄
か
ら
伝

え
た
い
こ
と
～
撮
影
を

通
し
て
～
（
仮
称
）
」

講
演
者
：
三
上
智
恵
氏

（
映
画
監
督
）

６
月
16
日
（
土
）

【
午
前
】

＊
チ
ー
ム
対
抗
「
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
」

【
午
後
】

①
青
年
セ
ミ
ナ
ー

：

青
年
部
主
催

②
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
・

ビ
ー
ル
そ
の
他
）

①
②
に
参
加
さ
れ
な
い

方
は
、
ホ
テ
ル
等
で
の

自
由
行
動
に
な
り
ま
す
。

６
月
17
日
（
日
）

＊

写

真

で

振

り

返

る

「
建
交
労
フ
ェ
ス
タi

n

北
海
道
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

＊
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

最
終
締
め
切
り

５
月
25
日
（
金
）

焼
石
岳
・
栗
駒

山
の
山
ス
キ
ー
に

ご
一
緒
し
た
大
沼

淳
一
氏
（
愛
知
）

よ
り
「
復
興
?
絆

?
福
島
の
今
」
と

い
う
本
を
い
た
だ

い
た
。
大
沼
氏
は

１
９
４
４
年
福
島

県
郡
山
市
生
ま
れ
、

大
学
は
生
物
化
学

科
を
専
攻
。
大
学

院
で
は
分
子
生
物
学
専
攻
。

愛
知
県
の
環
境
研
究
所
に

勤
務
し
て
退
職
。

東
日
本
大
震
災
後
、
名

古
屋
で
市
民
放
射
能
測
定

セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に

参
加
、
全
国
34

ヵ
所
の
市

民
放
射
能
測
定
室
「
み
ん

な

の

デ

ー

タ

サ

イ

ト

」

（
略
称
Ｍ
Ｄ
Ｓ
）
の
結
成

を
呼
び
掛
け
、
食
品
や
土

壌
の
放
射
能
含
有
量
を
一

か
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
動
い
て
い

ま
す｡住

め
な
い
大
地
が
あ
る

と
い
う
事
実
人
が
住
む

べ
き
で
な
い
放
射
能
汚

染
地
域
。

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ

て
放
射
能
汚
染
さ
れ
た
広

大
な
地
域
は
、
と
り
あ
え

ず
人
間
が
住
む
べ
き
と
こ

ろ
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
政
府
が
避
難
命
令

を
発
し
た
地
域
は
年
間
被

爆
線
量
が
20
ｍ㏜

で
線
引
き

さ
れ
た
極
々
限
定
さ
れ
た

地
域
で
あ
り
、
避
難
し
た

人
は
約
20

万
人
お
そ
ら
く

２
０
０
万
人
ち
か
い
人
々

は
汚
染
地
域
に
住
み
続
け

て
無
用
な
被
爆
を
重
ね
て

い
ま
す
。
こ
の
過
酷
な
、

そ
し
て
非
人
道
的
な
被
爆

線
量
の
限
度
は
、
菅
内
閣

の
緊
急
事
態
宣
言
の
も
と

で
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
お
そ
ら
大
量
避
難
の

実
行
を
嫌
が
っ
た
官
僚
の

圧
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。20

ｍ㏜

の
根
拠
と
な
っ
た

の
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放

射
線
防
護
委
員
会
）
勧
告

「
緊
急
時
被
爆
状
況
に
お

け
る
人
々
の
防
護
の
た
め

の
委
員
会
勧
告
」
で
す
。

被
爆
防
護
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
当
局
者
、
対

応
者
、
公
衆
な
ど
の
広
く

ス
テ
ー
タ
ホ
ル
ダ
ー
（
利

用
関
係
者
）
と
の
協
議
が

不
可
欠
だ
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
「
一
般

的
に
、
緊
急
被
ば
く
状
況

で
用
い
ら
れ
て
い
る
参
考

レ
ベ
ル
の
水
準
は
、
長
期

間
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し

て
は
容
認
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
通
常
こ
の
よ
う
な

被
ば
く
は
レ
ベ
ル
が
社
会

的
・
政
治
観
点
か
ら
は
耐

え
う
る
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い

る
の
で
す
。

事
後
直
後
の
混
乱
し
た

時
期
な
ら
や
む
を
得
な
か
っ

た
側
面
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
事
故
後
７
年
に

な
ん
な
ん
と
す
る
今
日
ま

で
改
正
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ

か
、
こ
の
線
量
を
下
回
っ

た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に

居
住
制
限
区
域
や
避
難
指

示
解
除
の
指
定
が
一
斉
に

解
除
さ
れ
、
賠
償
金
や
住

宅
補
助
の
打
ち
切
り
が
予

告
さ
れ
、
帰
還
へ
の
圧
力

が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
帰
還
推
進

政
策
は
、
避
難
者
の
望
郷

の
念
、
自
然
と
調
和
し
た

暮
ら
し
、
家
族
の
団
ら
ん
、

正
業
や
地
域
コ
ミ
ニ
テ
ィ

な
ど
を
失
っ
た
避
難
先
で

の
困
難
な
暮
ら
し
の
中
か

ら
醸
成
さ
れ
る
故
郷
復
興

と
帰
還
へ
の
願
い
を
悪
用

さ
れ
て
展
開
さ
れ
て
い
る

い
る
も
の
で
す
。
原
子
カ

ム
の
御
用
科
学
者
た
ち
は
、

低
線
量
被
曝
に
よ
る
健
康

被
害
を
軽
視
す
る
発
言
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
政
府

の
強
引
な
政
策
に
加
担
し

て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
２

０
０
万
人
の
緊
急
避
難
、

移
住
政
策
が
選
択
さ
れ
る

べ
き
で
し
た
。

（
頂
い
た
本
か
ら
抜
粋
）

早起きで元気な毎日

朝起きは三文の徳。と古くから、擦り切れる程に
言い続けられてきた言葉。近年になってその言葉
を裏付けるかのように「脳科学世界」、「美容」、
「ビジネス」の視点からも『朝活（朝の活動）』
の良さが、声高に言われ始めています。
生活スタイルを朝方に切り替えませんか。

体に良い

〇体内時計がリセットされ体のリズムが整う
胎内時計のズレは、血圧や血糖値の異常へとつ

ながりやすい。早起きしていれば、胎内時計のリ
セットと共に血圧、血糖値の異常等、体調不良を
未然に予防できる。

〇肥満になりにくい体になる
朝は死亡部が効果的に燃焼されやすく、万病の

元・肥満になりにくい。

〇便秘の予防・改善
〇基礎代謝が高まり平熱が高まる=自然治癒力が
高くなる

老けにくくなる

〇夜型生活は成長ホルモンが出にくい。朝型生活
は成長ホルモンが出やすい。

夜の10時から夜中の2時までの睡眠は成長ホルモ
ンの分泌を十分に受けられるので、細胞の修復や
老化予防につながる。

美しくなる

〇朝起きして太陽の光を浴びると脳内物質セロト
ニンが活性化!

抗重量筋か活発に働く（首や肩、背筋やお尻が
上がり、まぶたや頬など、ハリが出る）

〇睡眠時間も早まって、細胞の修復力が高まるため、
肌荒れやシミ・紫波など、肌トラブルの予防にも。

早起きしやすくなる習慣
〇早く寝るが朝型の第一歩

早く床につけば、いつもより早く目覚めること
ができる。いつもより早く起きれば、早く寝たく
なり朝型スタイルに。

〇朝、起きてからやることを決めておく
〇目覚めたら、まず一杯飲みを飲む
〇寝ている間でも、朝の光があたるようにカーテン
を開けておく等、工夫する。
〇睡眠前は、パソコンやスマホを使わない（ブールラ
イトが、眠りにつくのを妨げる）

人間が健康に生きて行く為に 105 建交労鉄道
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NO 105号

発行責任者
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建交労フェスタ
ｉｎ北海道

建
交
労
中
央
本
部
主
催
の
「
第
７
回
全
国
学
習
交
流

集
会
（
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
北
海
道
）
」
を
２
０

１
８
年
６
月
15
日
（
金
）
～
６
月
17
日
（
日
）
の
３

日
間
の
日
程
で
、
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
美
し
い
自
然
と
広
大
な
大
地
、
北
海
道

の
札
幌
市
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。
全
国
学
習
交
流

集
会
に
は
、
１
０
代
か
ら
90
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

層
の
仲
間
が
一
堂
に
会
し
て
学
習
と
交
流
を
す
る
場

と
し
て
開
催
し
、
今
回
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。
前

回
の
福
島
に
続
き
、
全
国
か
ら
３
０
０
名
以
上
で
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

建
交
労
鉄
道
岩
手
地
本
の
皆
さ
ん
へ

『
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
』
で
鉄
道
岩
手
の
皆
さ
ん
と

お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
さ

わ
や
か
な
6
月
の
北
海
道
に
是
非
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

北
海
道
鉄
道
本
部
は
、
『
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
』
を

楽
し
く
盛
り
上
げ
よ
う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。

『
フ
ェ
ス
タ
』
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
小
樽
潮
太
鼓
の

皆
さ
ん
が
勇
壮
な
太
鼓
を
た
た
い
て
、
全
国
の
仲

間
を
迎
え
ま
す
。
16
日
の
全
体
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

の
「
チ
ー
ム
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
『
10

人
が
1
チ
ー
ム
で
の
対
抗
戦
』
で
す
の
で
、
北
海

道
鉄
道
本
部
は
Ｏ
Ｂ
の
仲
間
に
も
協
力
を
お
願
い

し
て
全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
く
元
気
に
プ
レ
ー
が
出
来
る
よ
う
に
、
ホ
ス

ト
役
と
し
て
大
会
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
北
海
道

な
ら
で
は
の
楽
し
い
企
画
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
『
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
』
に
鉄
道
岩
手
地
本

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
鉄
道
本
部

佐
藤
勝
麿
さ
ん
よ
り

小樽潮太鼓



会
場
に
は
「
国
政
私

物
化
と
強
権
政
治
を
押

し
通
す
た
め
に
国
民
に

平
気
で
ウ
ソ
を
つ
く
。

こ
ん
な
政
治
は
も
う
終

わ

り

に

し

よ

う

」

。

「
働
き
方
改
革
」
一
括

法
案
を
批
判
。
「
人
の

命
を
紙
く
ず
み
た
い
に

扱
う
法
案
は
、
絶
対
止

め
な
い
と
い
け
な
い
。

労
働
組
合
と
働
く
人
、

一
人
ひ
と
り
の
力
が
必

要
で
す
」
。
労
働
法
制

改
悪
や
９
条
改
憲
に
突

き
進
む
安
倍
政
権
を
退

陣
を
迫
る
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
プ
ラ
カ
ー
ド
で
埋

め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

「
安
倍
内
閣
は
総
辞

職
せ
よ
」
「
憲
法
９
条

守
ろ
う
」
「
長
時
間
労

働
な
く
せ
」
な
ど
の
プ

ラ
カ
ー
ド
を
手
に
、
市

内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し

た

。

デ

モ

中

に

大

通

「
き
の
え
ね
」
で
火
事

が
あ
り
デ
モ
コ
ー
ス
が

変
更
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。

建
交
労
岩
手
本
部
の

参
加
者
は
デ
モ
の
後
テ
ー

タ
イ
ム
で
交
流
後
解
散
。

鉄
道
・
郵
政
・
通
信
・

国
公
で
恒
例
の
お
花
見

を
し
な
が
ら
、
職
場
で

の
問
題
点
な
ど
を
話
し

合
い
勉
強
に
な
る
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

先
月
４
月
19

日
～
４

月
23

日
ま
で
建
交
労
東

北
ダ
ン
プ
各
県
専
従
と

国
土
交
通
労
組
と
タ
イ

へ
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

東
北
ダ
ン
プ
と
し
て
、

使
用
促
進
闘
争
と
い
う

ゼ
ネ
コ
ン
と
直
接
労
働

者
の
賃
金
・
労
働
条
件

を
決
め
そ
こ
へ
組
合
員

で
あ
る
ダ
ン
プ
労
働
者

を
就
労
さ
せ
る
運
動
を

早
10

年
続
け
て
き
ま
し

た
。
ゼ
ネ
コ
ン
や
下
請

け
と
の
交
渉
に
一
般
常

識
だ
け
で
は
な
く
グ
ロ
ー

バ
ル
に
世
の
中
を
見
れ

る
よ
う

に
な
る
事
と
世
代
交
代

を
含
め
そ
の
経
験
を
さ

せ
て
貰
っ
た
旅
行
で
し

た
。各

寺
院
を
周
り
建
築

等
の
見
学
や
タ
イ
の
国

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
い
ず
れ
岩

手
県
本
部
へ
役
立
て
れ

ば
と
感
じ
、
今
後
の
運

動
の
発
展
に

さ
ら
に
意
欲

的
に
参
加
で

き
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

国
民
・
労
働
者
の

将
来
不
安

安
倍
政
権
下
で
押
し
進

め
て
き
た
異
次
元
の
金
融

緩
和
で
は
物
価
上
昇
率
２

％
を
目
指
し
て
き
ま
し
た

が
、
日
銀
は
先
月
末
の
金

融
政
策
決
定
会
合
に
お
い

て
、
「
２
０
１
９
年
度
ご

ろ
」
を
目
標
と
し
た
物
価

上
昇
率
２
％
の
達
成
時
期

を
政
策
運
営
の
指
針
か
ら

削
除
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
指
針
で
は
「
景
気

は
拡
大
し
て
い
る
反
面
、

物
価
が
上
が
ら
ず
賃
金
も

上
昇
し
な
い
こ
と
か
ら
個

人
消
費
に
結
び
つ
か
な
い
」

と
し
て
物
価
目
標
を
削
除

し
て
お
り
、
こ
の
状
態
が

続
く
限
り
国
民
・
労
働
者

の
将
来
不
安
が
消
え
な
い

の
は
当
然
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
今
国
会

で
成
立
を
ね
ら
う
「
働
き

方
改
革
」
一
括
法
案
に
つ

い
て
審
議
入
り
を
強
行
し

ま
し
た
。

こ
の
働
き
方
改
革
は
、

月
１
０
０
時
間
も
の

残
業
を
認
め
る
「
上

限
規
制
」
や
労
働
時

間
規
制
を
外
す
「
残

業

代

ゼ

ロ

制

度

」

（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
は
、

過
労
死
な
ど
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る

中
、
一
括
法
案
と
し

て
審
議
し
、
国
民
の

目
を
ご
ま
か
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

「
見
せ
か
け
の
３
％確

保
」

ま
た
、
個
人
消
費
が
低

迷
す
る
一
方
で
、
大
企
業

の
内
部
留
保
は
４
０
０
兆

円
を
超
え
、
「
い
く
ら
何

で
も
た
め
込
み
す
ぎ
で
あ

る
。
も
う
少
し
賃
金
に
回

す
べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
る

現
状
に
、
安
倍
首
相
は
今

春
闘
に
お
い
て
「
３
％
以

上
の
賃
上
げ
」
を
企
業
側

に
要
請
し
ま
し
た
。

し
か
し
大
企
業
の
回
答

は
、
あ
ら
ゆ
る
手
当
を
含

め
た
「
見
せ
か
け
の
３
％

確
保
」
に
す
ぎ
ず
、
と
て

も
生
活
改
善
や
景
気
回
復

に
つ
な
が
る
水
準
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

内
閣
府
が
発
表
し
た
４

月
の
月
例
経
済
報
告
に
よ

る
と
、
「
景
気
は
、
緩
や

か
に
回
復
し
て
い
る
」
と

し
て
お
り
、
個
人
消
費
に

つ
い
て
も
「
持
ち
直
し
て

い
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

勤
労
者
世
帯
の
実
収
入
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
医
療
・
介
護
・

年
金
な
ど
社
会
保
障
の
負

担
増
や
切
り
捨
て
と
賃
金

の
伸
び
悩
み
に
よ
り
消
費

の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
景
気

回
復
に
は
個
人
消
費
の
拡

大
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
労
働
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
改
善
と
不

安
定
雇
用
の
解
消
は
待
っ

た
な
し
で
す
。

低
額
回
答
「
３
０
０
円
」

こ
の
よ
う
な
経
済
・
社

会
情
勢
の
下
で
貴
貨
物
会

社
は
、
今
春
闘
で
19
年
ぶ

り
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
わ
ず
か

「
３
０
０
円
」
と
低
額
回

答
で
労
働
者
の
生
活
改
善

に
は
結
び
つ
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
貨
物
会
社
で
働

く
労
働
者
は
、
長
期
に
及

ぶ
賃
金
抑
制
施
策
に
よ
り

非
常
に
厳
し
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
若

年
労
働
者
の
退
職
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

貨
物
会
社
の
２
０
１
７

年
度
決
算
は
、
経
常
利
益

91
億
円
と
会
社
発
足
以
来

最
高
益
を
更
新
す
る
と
と

も
に
、
鉄
道
事
業
部
門
に

お
い
て
も
昨
年
を
上
回
る

６
億
円
の
黒
字
を
達
成
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
好
結
果
を

残
せ
た
背
景
に
は
、
経
営

の
厳
し
さ
ば
か
り
を
強
調

し
、
労
働
者
の
賃
金
抑
制

に
終
始
し
て
き
た
会
社
の

施
策
に
振
り
回
さ
れ
な
が

ら
も
奮
闘
し
て
き
た
社
員

の
努
力
と
頑
張
り
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

我
々
労
働
者
と
そ
の
家

族
に
と
っ
て
夏
季
及
び
年

末
一
時
金
は
、
低
賃
金
に

よ
る
毎
月
の
赤
字
を
補
填

す
る
重
要
な
「
年
間
生
計

費
」
で
あ
り
、
低
賃
金
構

造
が
続
く
中
で
一
時
金
を

生
活
費
と
す
る
割
合
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
が
実

態
で
す
。

基
準
内
賃
金
の

３
箇
月
分
と
す
る
こ
と
。

従
っ
て
当
組
合
は
、
２

０
１
８
年
夏
季
一
時
金
の

支
払
い
に
関
す
る
要
求
を

下
記
に
申
し
入
れ
る
の
で
、

６
月
６
日
ま
で
に
団
体
交

渉
を
開
催
し
、
誠
意
を
以

て
回
答
さ
れ
た
い
。

な
お
、
回
答
は
文
書
で

行
わ
れ
た
い
。

記

１
．
２
０
１
８
年
夏
季
一

時
金
は
、
支
払
日
に
お
け

る
基
準
内
賃
金
の
３
箇
月

分
と
す
る
こ
と
。

２
．
賃
金
規
程
第
132
条
第

２
項
（
成
績
率
・
増
額
）

の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、

所
属
組
合
に
よ
る
意
図
的

な
査
定
を
行
わ
ず
、
公
正
・

公
平
に
行
う
と
共
に
、
第

3
項
（
成
績
率
・
減
額
）

の
適
用
は
行
わ
な
い
こ
と
。

３
．
55
歳
到
達
以
降
の
社

員
に
対
す
る
支
給
に
つ
い

て
は
、
55
歳
到
達
時
の
基

準
内
賃
金
に
支
給
月
数
を

乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
．
支
払
日
は
６
月
30
日

と
す
る
こ
と
。

改
憲
阻
止
を
掲
げ
89
回
メ
ー
デ
ー
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Ｊ
Ｒ
貨
物

２
０
１
８
年
夏
季
一
時
金
の
支
払
い
に
関
す
る
申
し
入
れ 建

交
労
東
北
ダ
ン
プ
各
県
専
従
と

国
土
交
通
労
組
と
タ
イ
研
修
旅
行

建
交
労
岩
手
県
本
部

書
記
長

昆

茂
太
郎

３
０
０
０
万
署
名
に
ご
協
力
を

安
倍
9
条
改
憲N

O

全
国
統
一
署
名
、１
３
５

０
万
人
突
破
！
と
の
中
間
報
告
。「
お
互
い
の
頑

張
り
を
た
た
え
あ
い
ま
し
ょ
う
」
。「
３
０
０
０
万
人

署
名
を
集
め
き
っ
て
改
憲
発
議
を
と
め
る
た
め
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
」
。

働
く
者
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
っ
り
平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め

ざ
そ
う
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
第
89
回
岩
手
中
央
集
会
が
、
岩
手
公
園
広
場
で
行
わ
れ
、

１
０
０
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

建
交
労
本
部
参
加
者

憲法９条守ろう

４㍍あるデコレーション

エメラルド寺院・王宮


